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抱樸の活動
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経済的困窮（ハウスレス）
 社会的孤立（ホームレス）
   ⇒ハウスとホームは違う

1990年ホームレス襲撃事件

 「帰るところがない。誰かも心配されていない」
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能登にて
誕生日ケーキの意味
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支援は必要
しかし、

その人が生きる現実
総体としてのその人
名前のある個人

私は見てきただろうか？
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「ソーシャルワークとは
社会福祉援助のことであり、
人々が生活していく上での問題を解決なり
緩和することで質の高い生活を支援し、
個人のウェルビーイングの状態を高めること
を目指していくこと」

日本学術会議社会福祉・社会保障研究連絡委員会報告書
「ソーシャルワークが展開できる社会システムづくりの提案」

（平成15年6月24日）
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解決とは何か？
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アウトプット（目標）
アウトカム（目的）



包括的居住支

援とは
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住宅政策から居住政策へ

「居住とは、一定の住まいを定め、そこに住んで自分た
ちの生活を営むこと。
（中略）
そこに家族の生活の拠点を定めて、寝食を共にし、子
供を育て、客を招き、社会活動、経済活動を行い、生
活をしていくこと。」

フリー百科事典『ウィキペディア』より



住宅を

無くすということ

三つの危機
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第一の危機「生存的危機」

第二の危機は「社会的危機」

第三の危機は「関係的危機」



「住居支援に

関する資源を

めぐる課題」

12

       会福祉推進  

         者支援           会       会           

居住           

  

①
安
価
な
家
賃

②
施
設
ほ
ど
で
は
な
い
支
援



戦後日本

社会保障の基盤

☞家族（身寄り）

☞中間層（安定雇用）

☞持ち家（資産）
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「持ち家政策の意味―戦争中に多くの家が焼け、終戦直後には約
420万戸の住宅が不足しました。さらには戦後のベビーブームと、農村か
ら都市への人口移動で、世界でもまれに見る大きな住宅需要が生まれ
ました。（中略）政府は、人々の『持ち家』取得を促しました。国の財
政だけではとても住宅需要に対応できず、国民の家計や民間資金を動
員して家を増やしたのです。（中略）
『家族・中間層・持ち家』が重んじられてきました。経済が成長する時代、
人々は借家から持ち家へ、という住まいの『はしご』を登りました。雇用と
収入を安定させ、家族をもち、家を建てるのがゴール。持ち家へ向かう中
間層が膨らむことで、社会が安定すると考えられました」

（朝日新聞デジタル記事「持ち家への一本道、薄れた先はー平山洋
介さんと考える住宅政策の未来」 2021年12月28日）



日本型社会保障

基盤の脆弱化
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①家族 ☞単身化
②中間層（企業・終身雇用制）
    ☞非正規4割
③持ち家（預金他）
    ☞住宅ローンなし
    ☞退職金なし

※あるはずの前提の脆弱化
※「持ち家」や「預貯金」など資産がない
 ☞年金だけでは生活できない。



施設ほどではない

支援が必要な

理由
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予測を超える

単身化
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日本人の

意識

☞身内頼み
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制度設計

家族が前提
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家族機能の

社会化
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家族 基 機能
 ① づき
 ②  ぎ



抱樸の

地域互助会

20

①誰でも入会可能

年会費6000円（月額500円）

②会員数270名

内当事者：なかまの会 １００人

③世話人20名 見守り活動（定期訪問）

④年間行事

バス旅行、花見、新年会、誕生日会

⑤サロン、卓球、カラオケ、かふぇ

⑥看取りと葬儀 互助会葬と偲ぶ会（追悼集会）

   ⇒大家の安心へ
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地域互助会☞地域 中でで ささえあ 
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ゴ   グホ ム  大運動会
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互助会葬・偲ぶ会
☞葬儀は家族 役目？
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地域共 社会とは？
…赤  人 葬儀を出 合う社会



国の動き
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❶全 代型 会   築会議

❷住宅セーフティーネット法改正 現在審議中 

❸生活困窮者自立支援法改正 改正 立 

❹再犯防止法 実施 画改定済 

❺介護 険―地域支援  

❻ 害者  支援法―自立生活援助 GHなど
※精神病院  長期入院者 地域居住 推進など    
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ポイント
≪大家向≫
➀終身建物賃貸借
②居住支援法人による残置物処理
➂家賃債務保障業者の認定制度
➃居住サポート住宅

≪入居者向≫
➀居住サポート住宅
 ☞代理納付原則化
 ☞認定保証業者の原則引き受け
 ☞人感センサー等のICT
 ☞10年で10万戸

≪体制関係≫
➀国交大臣と厚労大臣が共同で基本方針
②居住支援協議会（人口比9割）
 ☞相談、入居、入居中、退去まで包括的居住支援体制



希望 まち 概 
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資材高騰など
難儀しています
どうぞ、応援よろしく
お願いいたします。
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抱樸YouTubeチャンネル 登録くだ  ！
現在1 5000人突破



新刊  ま た！
収益  NPO 支援 充   ま  

有斐 
2200円

本 種 版
2200円

新教 版
1980円
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ご清聴ありがとう
ございました。
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